
（単位：億円）

資産の構成

消費収支差額 -74

負債および自己資金の構成

流動資産 459

その他の固定資産 2,886
有形固定資産 1,592

基本金 4,755

流動負債 144固定負債 111



貸借対照表 平成22年3月31日

資産の部
21年度末 20年度末 増　減

447,819 459,665 -11,846 

159,198 158,703 +495

288,622 300,962 -12,340 

45,851 32,950 +12,901

493,671 492,616 +1,055

負債の部
21年度末 20年度末 増　減

11,136 11,096 +40

14,438 19,417 -4,979 

25,573 30,512 -4,939 

自己資金の部
21年度末 20年度末 増　減

475,526 487,141 -11,615 

-7,428 -25,037 +17,609

自己資金の部合計 -7,428 -25,037 +17,609

21年度末 20年度末 増　減

主要財務指標

本　学 全国平均 ※ 差　異

95.7% 101.3% -5.6% 

317.6% 334.4% -16.8% 

94.8% 85.2% +9.6%

5.2% 14.7% -9.5% 

5.5% 19.7% -14.2% 

平成21年度の財務情報は、私立学校法第47条の規定に基づいて帝京大学本部
会計課に備え置き、利害関係人の閲覧に供しております。

１．教育・研究施設を充実させ
　　るために、設備投資を積極
　　的に進めております。
　　（20年度：板橋本院竣工）
　　（21年度：板橋旧本院の
　　　　　　　　　　　建物解体）

固　定　比　率　　   ■

流　動　比　率　　   □

自 己 資 金 比 率　□

総 負 債 比 率　    ■

負　債　比　率　　   ■

２．20年度は、板橋本院の竣工
　　に伴って一時的に流動負債
　　が増加しました。
　　なお、借入金の残高はあり
　　ません。

３．板橋旧本院建物の解体に
　　伴い、基本金の一部を取り
　　崩しましたが、将来に亘っ
　　て安定した教育・研究を行
　　うため、自己資金の増強に
　　努力しています。

４．財務内容の健全性確保に
　　努力し、引続き良好な水準
　　を維持しています。

　　□：高い値が良い比率
　　■：低い値が良い比率

　　※ 平成20年度私立大学法人
　　　　の平均

項　　　　目

翌年度繰越消費収支超過
額

負債の部合計

＜コメント＞

492,616 +1,055負債・自己資金の部合計

科　　　　　目

基本金の部合計

科　　　　　目

493,671

固定負債

流動負債

（単位：百万円）

固定資産

有形固定資産

その他の固定資産

流動資産

資産の部合計

科　　　　　目

科　　　　　目
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